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月刊アフリカニュース 

もっとアフリカを知り、経済、技術、文化の交流を促進します 

2014 年 4 月 15 日 No.10 

次の国々の 2014 年 3 月月報をお送りいたします。 

アンゴラ、   マラウイ、   南アフリカ、 

アンゴラ月報（2014 年 3月） 

主な出来事 

【内政】 

●ＵＮＩＴＡ幹部，大統領の後継者について言及。

●第４回経済閣僚委員会―－若者の雇用問題

【外政】 

●コンゴ（民）の和平に向けた周辺国首脳会議開催。

●第 2回米・アンゴラ間の貿易投資枠組協定に関する会合の開催決定。

●中央アフリカ暫定大統領、エチオピア外相、ドイツ外相、南ア国際関係協力相来訪。

●ナミビアとの二国間協力委員会

●コンゴ共和国との国境問題協議

●アンゴラ・ザンビア間の直行便実現。

【経済】 

●主要経済指標。

●石油・好物資源関連情報。

●貿易・投資：新関税の発効。

●金融諸問題―不良債権の増加等

●中国企業が集合住宅建設、ポルトガル企業が大型案件、高級商業施設建設受注。

●2013 年 2709 社の中小企業認定

http://www.angola.emb-japan.go.jp/document/report/201403angola_report.pdf 
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マラウイ月報（2014 年 3月） 

 

主な出来事  

【内政】  

●3 月 8 日ラジオ局初めて副大統領候補討論会開催。 

●3月 16 日、与野党支持者の衝突による暴動で二名死亡。  

●3 月 20 日、5月の同時三選挙に向け公式選挙運動期間が開始。  

【外政】  

●2 月 26 日～3月 1日、バンダ大統領はコンゴ（民）及びナイジェリアを訪問。  

●3 月 10 日～11 日ＳＡＤＣ閣僚会議開催 

●3月 20 日～21 日、マラウイ，タンザニアの国境問題についてモザンビークで会合開催。  

【経済】  

●3 月 5 日 日本政府からのＷＦＰを通じた食料支援。 

●3月 10 日 タンザニアとのワン・ストップ・ボーダー・ポスト合意。 

●3月 17 日 ２０１４年の経済成長率は 5.4%予想。 

●3月 17 日 日本からのインフラ分野への支援－テザニ水力発電所(詳細設計) 

●3 月 24 日、リロングウェの葉タバコオークション会場にて，今シーズンの葉タバコ取引

が開始。  

●3 月 25 日、当国主要ドナーである一般財政支援グループと政府は共同で臨時実績評価レ

ビュー会合を開催。 

 http://www.mw.emb-japan.go.jp/JapaneseSite/20140410_malawi_geppo.pdf 

 

 

 

南アフリカ月報（2014 年 3 月） 

 

主な出来事  

【内政】  

●2 日、野党ＩＦＰのマニフェスト発表。  

●8 日、政党 Agang のマニフェスト発表。  

●9 日、野党 COPE のマニフェスト発表。  

●11 日、与党 ANC 総選挙候補者リストの提出。  

●19 日、マドンセラ護民官によるヌカンドラ報告書の発表。  

【外交】  

●3 日、モトランテ副大統領、故マンデラ元大統領追悼礼拝出席のため訪英。  

●3 日～4日、マシャバネ国際関係･協力大臣、第 25 回国連人権理事会ハイレベル会合へ出

席のためジュネーブ訪問。  

●5 日～12 日、ラマポーザ ANC 副総裁、特使として南スーダン及び IGAD 加盟国訪問。  
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●7日～12 日、マシャバネ国際関係･協力大臣、チリ大統領就任式典出席のためチリ訪問。  

●14 日～15 日、モトランテ副大統領、ポーランド首相招聘により、ワルシャワ訪問。  

●15 日、国際関係・協力省、南ア・ルワンダ関係に関する声明発表。  

●24 日、マシャバネ大臣による BRICS 外相会合議長声明発表。  

●25 日、ズマ大統領の大湖地域国際会議ミニ・サミット出席のためアンゴラ訪問。  

●31 日、マシャバネ国際関係大臣のアフリカ－EU サミット出席発表。  

【経済】  

●固定資本投資の増加率が減少した。  

●TRANSNET 車両入札につき、中国南車、中国北車が過半数以上を落札した。  

●南ア新規原発建設計画に関し、中国による正式な参画関心表明が行われた。   

http://www.za.emb-japan.go.jp/jp/downloads/SANews/March_2014.pdf 

 


